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初期臨床研修医
岡    祐一朗

　初めまして、私は東広島医療センター初期研修医
1年の岡  祐一朗と申します。
　出身は香川県高松市ですが、大学から広島に来さ
せていただき、広島のすばらしさに触れてそのまま広
島県で研修させていただくことを決めました。とりわけ
当院は広島中央医療圏の中核病院として高度な医療
を提供する病院であり、しっかりとした研修ができる
ことに加えて、美しい自然に囲まれた雰囲気がとても
魅力的でしたので、研修先を選ぶ際には迷わず当院
を選びました。

　研修では毎日新しいことをたくさん学ばせていただ
いており、とても充実した研修生活を過ごしています。
私はこの2月、3月に脳神経内科で研修させていただ
いておりますが、患者さんと接する機会が多く、本で
勉強する場合と異なり実際に“目で見て”疾患のことに
ついて勉強させていただけるので、より深い理解を得
ることができています。
　また、集中治療室(ICU)に入院されている患者さん
の診療に参加させていただく機会もいただき、目まぐ
るしく状況が変わる中、多くの問題点を一つ一つ分析
しそれぞれに丁寧に対処していく毎日に多くの学びを
得ています。一方でこのように多くのことを学べば学ぶ
ほど自分の知識の不足を痛感させられ、さらなる勉強
の必要性を感じています。

　新型コロナウイルス感染症の流行のため制限が多
い中ではありますが、プライベートにおきましても友達
と楽しく過ごしたり趣味に勤しんだりと、楽しい日々を
過ごしています。毎年初夏にはホタル鑑賞を一つの楽
しみとしていますが、ここ西条では近くでホタルを見る
ことができるので、昨年の最盛期には毎日のようにホ
タルを見にいきました。また、昨年は趣味の釣りにも
何度か行くことができましたが、かねてより楽しみにし
ていた渓流釣りは機会が少なく十分に楽しめなかった
ので、次のシーズンはもっと積極的に釣行に出かけた
いと思います。

　まだまだ至らぬ点は多いですが、院内でお会いした
際にはどうぞよろしくお願いいたします。

管理課　堀内  京香

令和3年度災害医療従事者研修
及び初動医療班研修について

　2月3日、4日で初動医療班研修のＷＥＢ研修に参
加しました。
　国立病院機構初期医療班とは、災害急性期（主に
発災48時間以内）に、情報収集をしつつ避難所等に
おける医療救護活動を開始し、後発医療班の支援活
動の立ち上げに寄与するため、特に災害医療に関する
高度な専門知識を有するものにより構成される医療班
のことです。
　今回の研修では、事前講義とＷＥＢ研修があり、事
前講義では、広域災害にけるＤＭＡＴ活動と広域災害
救急医療システム（ＥＭＩＳ）、災害拠点病院と災害対
策本部の役割、災害時の保健所との連携などについて
動画で学びました。また、ＷＥＢ研修では、令和2年7
月豪雨で出動した医療班の活用内容の報告を聞いた
り、実際にＥＭＩＳを使用したりして、災害が起こった
時の活動のシミュレーションを行いました。
　当院は災害拠点病院として指定されており、災害拠
点病院の指定要件としては、
・24時間緊急に対応し、発災時には傷病者等の受
入れ、搬出を行う

・災害発生時、被災地からの傷病者の受入れ拠点
となること

・ＤＭＡＴを保持し派遣する。ＤＭＡＴの受援体制を
整えること

・救命救急センターもしくは第二次救急医療機関で
あること

・地域の医療機関と定期的に訓練を実施すること
・ヘリコプター搬送の際に、医師を派遣することと
なっています。また、施設、設備に対しても用件が
あり、災害拠点病院（施設）

・救急診療に必要な部門を設ける（病棟、診療棟等
の救急診療に必要な部門を設ける）
　災害時に入院患者は2倍、外来患者は5倍に対
応できること

・耐震構造を有すること
・通常の6割程度の発電量の発電機と3日分の燃
料備蓄

・災害時の診察に必要な水の確保（受水槽、井戸、
協定）
　災害拠点病院（設備）
・衛星電話の保持（衛星回線インターネット）、複数
の通信手段

・ＥＭＩＳに参加し、担当者を決め、訓練に参加
・重篤救急患者の救命医療を行うために設備
・自己完結医療班の対応出来る携行品
・トリアージタグ
・3日程度の食料の備蓄
・ヘリポート、緊急車両の保持
となっています。
　当院では、自家発電は通常時と比較した発電容量
の7割、また、3日分の容量の受水槽、食料、医療品
を保有しています。
　講義の中で、「まず自分の安全確保を行うことが必
要であり、現場で活動するには、それにふさわしい知
識と装備が不可欠」という言葉が印象に残っています。
今回の講義を受講し、災害等について関心を持ち、正
確な情報を入手することが出来るようにアンテナを
張っておく必要があると改めて感じました。
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